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９ 津波に関する図記号   

  津波避難場所や津波避難ビルなどを示す図記号は、平成 20 年に国際標準化機構（ＩＳＯ）  

による「津波に関する統一標識」（ISO20712－1：2008）として国際規格化されました。 

さらに、平成 21年に日本工業規格（JIS規格）として公示されました。 

 

○ 津波注意 

        〔意味〕 地震が起きた場合、津波が来襲する危険のある地域を示す。 

        〔目的〕 当該地域が津波による被害を被る危険がある地域であること 

            を認識させ、地震発生時には直ちに当該地域から内陸部、高台 

            に避難させる。 

 

 

○ 津波避難場所 

        〔意味〕 津波に対して安全な避難場所・高台を示す。 

        〔目的〕 津波から避難先となる安全な場所や高台を示すとともに、 

            地震発生時には、そうした避難場所へ向かわせるもの。 

 

 

 

○ 津波避難ビル 

        〔意味〕 津波に対して安全な避難ビルを示す。 

        〔目的〕 津波からの避難に際し、近くに高台がない場合、津波からの 

            避難が可能な鉄筋コンクリート造３階建のビルを示すとともに、 

            地震発生時には、避難ビルへ向かわせるもの。 

 

 

  【 出典：津波避難ビル等に係るガイドライン（平成 17年）】 
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≪災害種別図記号による避難場所表示の標準化の取組について≫ 

【出典：内閣府ホームページ】 
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災害種別図記号や記載例等のダウンロード用素材については、内閣府防災情報のホームページに

掲載されています。 

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/zukigo/index.html 
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≪案内用図記号の改正及び災害避難誘導標識システムの制定≫ 

【出典：経済産業省ホームページ】 
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≪参考≫ 津波避難に関する用語の外国語表記の例 

  津波避難のために整備する案内・誘導板等に利用する用語の外国語（英語）表記を、参考に  

示します。 

 

日本語表記 英語表記 

避難所  Evacuation shelter 

避難場所（津波避難場所）  Evacuation area （Tsunami evacuation area） 

津波避難ビル  Tsunami evacuation building 

津波避難タワー  Tsunami evacuation tower 

築山、避難丘  Evacuation hill 

津波避難経路  Tsunami evacuation route 


